
　

昭
和
40
年
か
ら
木
澤

医
院
、
昭
和
47
年
か
ら
現

宮
古
山
口
病
院
に
勤
務

し
、
現
在
、
宮
古
介
護
老

人
保
健
施
設
桜
ヶ
丘
で

看
護
師
と
し
て
尽
力
し

て
い
ま
す
。

　

白
根
さ
ん
は
「
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
不
安
な
ど

に
真
摯
に
対
応
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
な
が
ら
看
護
に

従
事
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

患
者
さ
ん
や
利
用
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、職
場
の
上
司
、

先
輩
、
同
僚
、
家
族
、
そ
し
て
私
に
関
わ
る
皆
さ
ま
に

た
く
さ
ん
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

昭
和
54
年
に
宮
古
市
消

防
団
に
入
団
。
平
成
22
年

か
ら
は
消
防
団
副
団
長
を

務
め
る
な
ど
、
45
年
間
に

わ
た
り
、
地
域
の
防
災
活

動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

安
倍
さ
ん
は
「
東
日
本

大
震
災
時
、
向
町
の
水
門
を
閉
め
に
行
っ
た
。
波
が
迫

る
中
、
様
子
を
見
に
来
た
住
民
に
避
難
を
促
し
て
い
た

が
、
徐
々
に
水
位
が
上
が
り
波
に
の
ま
れ
た
。
息
が
で

き
ず
、
死
を
覚
悟
し
た
が
救
助
さ
れ
、
翌
日
か
ら
は
高

浜
地
区
の
復
興
作
業
に
携
わ
っ
た
。
丈
夫
な
身
体
に
育

て
て
く
れ
た
親
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
感
謝
し
ま
す
。

　

昭
和
55
年
に
宮
古
市
役

所
に
入
庁
。
平
成
29
年
に

宮
古
市
副
市
長
に
就
任
。

現
在
は
株
式
会
社
宮
古
地

区
産
業
振
興
公
社
の
社
長

と
し
て
市
勢
の
発
展
に
尽

力
し
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
周
り
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
自
分

の
能
力
以
上
に
力
を
発
揮
で
き
た
。
宮
古
を
い
い
街
に

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
、
宮
古
の

た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
を
考
え
な
が
ら
今
も
働
い
て

い
る
。
今
回
の
受
章
は
非
常
に
あ
り
が
た
く
、
今
ま
で

巡
り
会
っ
た
人
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

秋
の
叙
勲
・
褒
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章

令
和
７
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
か
ら
選
ば
れ
た
５
人
を
紹
介
し
ま
す
。

本
市
か
ら
選
ば
れ
た
５
人
を
紹
介
し
ま
す
。

白し

ら

ね根 

ハ
マ 

さ
ん 

（
山
口
・
76
歳
）

安あ

べ倍 
主ち

か

ら税 

さ
ん 

（
高
浜
・
70
歳
）

佐さ

と

う藤 

廣ひ

ろ

あ

き昭 

さ
ん 

（
保
久
田
・
70
歳
）

瑞
宝
双
光
章
・
看
護
業
務
功
労

瑞
宝
単
光
章
・
消
防
功
労

瑞
宝
双
光
章
・
地
方
自
治
労

旭
日
単
光
章
・
農
業
振
興
功
労

　

昭
和
40
年
に
大
工
と
し

て
の
道
を
歩
み
、
令
和
４

年
か
ら
宮
古
職
業
訓
練
協

会
会
長
に
就
任
。
平
成
７

年
か
ら
現
在
ま
で
訓
練
生

の
指
導
、
技
術
者
の
育
成

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
夜
遅
く
ま
で
台
風
な
ど
で
飛
ば
な
い

よ
う
補
強
工
事
を
し
た
こ
と
が
印
象
深
い
。
今
回
の
受

章
は
個
人
で
は
な
く
、
協
会
全
体
で
も
ら
っ
た
賞
で
あ

り
、
局
長
を
は
じ
め
職
員
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
て
い
る
。

今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
宮
古
の
木
造
住
宅
を
担
っ
て

い
く
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
す
。

鈴す

ず

き木 

勇ゆ

う

へ

い平 

さ
ん 

（
宮
町
・
78
歳
）

瑞
宝
単
光
章
・
職
業
訓
練
功
労

　

平
成
13
年
か
ら
新
里
村

農
業
委
員
会
委
員
、
平
成

24
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で

宮
古
市
農
業
委
員
会
会
長

を
務
め
、
現
在
も
農
業
の

振
興
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

飛
澤
さ
ん
は
「
農
地
の

有
効
活
用
を
通
じ
て
地
域
の
農
業
の
活
性
化
に
取
り
組

み
、
委
員
会
の
円
滑
な
運
営
と
委
員
が
活
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
。
受
章
は
共
に
活
動
し
て

き
た
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
や
、
関

係
機
関
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
。
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

飛と

び

さ

わ澤 

教の

り

お男 

さ
ん 

（
蟇
目
・
74
歳
）
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除
雪
作
業
に
ご
協
力
願
い
ま
す

　

市
は
、
市
内
の
建
設
業
者
な
ど
の
協
力

を
得
て
市
道
の
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

作
業
は
、
積
雪
量
が
約
10
㌢
を
超
え
た

と
き
、
バ
ス
路
線
や
通
学
路
を
優
先
し
て

行
い
ま
す
。

　

円
滑
な
除
雪
作
業
の
た
め
、
次
の
こ
と

に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

各
家
庭
で
雪
捨
て
場
を
確
保
す
る
か
、
市

指
定
の
雪
捨
て
場
（
下
図
参
照
）
へ
運
搬

し
て
く
だ
さ
い
。

②
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
の
作
業
が
多

く
な
り
ま
す
。
騒
音
や
振
動
な
ど
で
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

③
路
上
駐
車
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ

い
。
作
業
の
妨
げ
に
な
り
、
そ
の
地
区

の
除
雪
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
除
雪
は
大
変
危
険
な
作
業
で
す
。
除

雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑤
除
雪
場
所
に
よ
っ
て
は
、
や
む
を
得

ず
ご
家
庭
へ
の
通
路
を
ふ
さ
い
で
し

ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
除
雪
の
問
い
合
わ
せ
】

■
市
道
＝
各
地
域
の
担
当
部
署
が
対

応
し
ま
す
。

【
宮
古
】
市
建
設
課
維
持
係
（
☎
�
９

１
０
６
）

【
田
老
】
田
老
総
合
事
務
所
地
域
づ
く

り
係
（
☎
�
２
９
７
１
）

【
新
里
】
新
里
総
合
事
務
所
地
域
づ
く

り
係
（
☎
�
２
１
１
１
）

【
川
井
】
川
井
総
合
事
務
所
地
域
づ
く
り

係
（
☎
�
２
１
６
５
）

■
国
道
45
号
＝【
藤
原
ふ
頭
入
口
よ
り
北
】

国
土
交
通
省
三
陸
国
道
事
務
所
宮
古
維
持

出
張
所
（
☎
�
５
０
７
７
）

【
藤
原
ふ
頭
入
口
よ
り
南
】
国
土
交
通
省

三
陸
国
道
事
務
所
宮
古
西
維
持
出
張
所

（
☎
�
１
７
６
０
）

■
国
道
１
０
６
号
・
国
道
３
４
０
号
お
よ

び
県
道
＝
沿
岸
広
域
振
興
局
土
木
部
宮
古

土
木
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
２
２
２
１
）

　閉伊川緑地広場は、３月31日㈫まで雪捨て場として利用で

きます。雪以外は捨てないでください。

大量の雪は市指定の雪捨て場へ

閉伊川

第一中学校

小山田橋

至宮古駅 宮古高校

堤防堤防堤防

堤防堤防堤防

市民総合
体育館

雪捨て場

出入口出入口出入口

野球場
駐
車
場

市営住宅・災害市営住宅市営住宅・災害市営住宅などのなどの入居者入居者をを募集募集

◆定住化促進住宅の募集戸数

住宅名 ２DK 備考

かわい ３ 単身で入居可

◆災害市営住宅の募集戸数（一般の世帯も応募可）

住宅名 ２K ２DK ３DK 備考

赤前 １ ２
崎山 ２ エレベーター有
田老三王 ６ ２
田老 １ ５ ２ エレベーター有

▷２K・２DKの住宅は単身で入居可

▷田老三王３DKのうち１戸ペット可

▷佐原はエレベーター有

▷区界（３DK・１戸）は随時募集中

住宅名 ３K ３DK ２LDK

舘合 １
蟇目第２ １
和美 １
川井 ２
江繋 １

住宅名 ３DK ２LDK

山口 ３
中里 11
西ヶ丘 ９
日の出町 ５
佐原 ２

◆市営住宅の募集戸数　入居するにはいくつか条件があります。

　申し込み準備をする前に、お問い合わせをお願

いします。

《共通》

期　12月１日㈪〜12日㈮

※土・日を除く

■申込書・入居申し込みのしおりの配布場所

▷市営住宅管理センター（栄町3-1）

▷市建築住宅課（市役所３階）

▷田老・新里・川井の各総合事務所・出張所

■住宅の位置や間取り　

　入居申し込みのしおりに掲載のほか、

市営住宅管理センターホームページから

確認できます

申　申込書と必要書類を、次のいずれかの施設に

持参

▷市営住宅管理センター（栄町3-1）

▷市建築住宅課（市役所３階）

※申込書と必要書類は、市営住宅管理センター

ホームページからもダウンロードできます

問　市営住宅管理センター（☎62-5600）

詳細はこちら


